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（令和８年２月１９日発行） 

小郡地域交流センターだより     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ・ 

令和８年 
（２０２６） 

問合せ 

おごおり地域づくり協議会 

☎０８３-９７６-８５８８ 

小郡地域交流センター 

☎０８３-９７３-０６３８ 

１月３１日（土）、広島県やわたハイランド１９１リゾートで、おご

おりウィークエンドアドベンチャー（通称あどべん）大人気行事の

１つ、スキー教室が行われました。スキー場に到着すると、辺り

一面の銀世界が迎えてくれました。到着後、早速着替えを済ま

せてゲレンデへ。スキーの経験や学年などで５つの班に分かれ

て、山口県スキー連盟小郡シーハイルの皆さんにご指導いた

だきました。 

午前にスキーの扱いや基礎を学んだ後、お昼はみんな自由

にレストランでランチ♪午後は再びゲレンデに出て、時間ぎりぎり

までたくさん滑りました。団員たちは、雪まみれになりながらも、

それぞれ上達できたようで、思い出深い一日になりました。 

（あどべん団員は、毎年４月に小郡地域内３小学校の４～６年生を対象に募集） 

主 催 おごおりウィークエンドアドベンチャー実行委員会 

（小郡地域交流センター） 

令和７年度まで、おごおり地域づくり協議会地

域版広報紙「情報紙おごおり」と交流センターだ

より「ら･ら･メイル」をそれぞれ発行してまいりまし

た。これらの広報紙を令和８年度４月号より統合

し、「ら・ら・メイル」は廃止することにいたします。 

一本化することにより、情報の重複解消や、

配布作業の軽減化を図り、より効率的な情報発

信を進めてまいります。 

これからも、地域の情報をお届けいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小郡ふれあいセンターは、令和８年４月

から、毎週月曜日が休館日になります。 

みなさん、春到来です。寒い冬をのりこえて暖かい季節になりました。 

落語や甘いチョコレートでココロとからだのリフレッシュをしましょう！！ 

小郡女性学級 

＜日 時＞３月２７日（金） ９時３０分～１１時３０分 

＜場 所＞小郡地域交流センター２階 大ホール 

＜申込締切＞３月１９日（木）まで 

申込・問合せ 益田
ま す だ

  ☎０８３-９７２-６４９７ 

ＦＡＸ０８３-９７３-１３３１ 

 

 

楽しく･愉

【申込書設置場所】 小郡総合支所地域振興課 

※申込みは、申込書を持参し、金融機関へ。 

問合せ 市生活安全課 ☎０８３-９３４-２９８６ 

脳トレ 落語会 

原料となる「カカオ」の生産やチョコレートの製造、歴史、カカオ農家支援など、

知られざるチョコレートの世界をご紹介します。テイスティング体験あり。 

小郡女性学級レギュラーでの出演です。 

ハイジさんからお笑いを頂きます。 

今年もよろしくお願いいたします。 

ハイジ 氏 

問合せ 小郡ふれあいセンター 

☎０８３-９７３-０００３ 

問合せ 小郡地区社会福祉協議会 

☎０８３-９０２-６５７１ 

小郡地区社会福祉協議会広報誌「きずな」

２月号に誤りがありました。お詫びして訂正い

たします。 

・P１、２、３ 

（誤）山口県立松風館高等学校 

（正）山口県立山口松風館高等学校 

・P４ 愛の花束 

（誤）寺田容子様（大正上） 

（正）寺田容子様（明治北） 



「毎日を健康的に過ごしたい」、「趣味の幅を広げたい」とお考えのみなさん、登山を始めませんか。 

「市民登山教室」は、登山の知識や技術を学んで、山登りの楽しさを実感してもらう教室です。 

これからの人生が大きく変わりますよ。 

 

～「市民登山教室の会」は前向きなあなたを応援します。～ 

 

内 容 ◆日帰り登山◆：年４回程度実施 

新型コロナ感染防止のため、原則、現地集合・現地解散で実施。 

歩行時間はいずれも２～４時間位。※初級～中級者向けです。  

５月３１日（日） 岩
いわ

山
やま

・御
ご

器
き

伏
ぶせ

（美祢市） ※安全登山講習会含む 

９月１３日（日） 田
た

床
とこ

山
やま

（萩市） 

１２月１３日（日） 小
こ

浜
はま

山
やま

（山口市） 

３月１４日（日） 津
つ

和
わ

野
の

城
じょう

趾
し

（津和野町） 

※登山場所が山口県庁から５０㎞（乗車時間１時間）以上等の場合は 

マイクロバスを利用予定です。その場合は別にバス代を集金します。 

◆ボランティア活動◆：清掃登山・笹刈りなど。現地集合・現地解散。 

   ５月３日（日）、６月２８日（日） 金山
かなやま

・秋葉山
あきばやま

・榾
ほた

木山
ぎ や ま

（山口市） 

      ※ボランティア活動は強制ではありません。希望者で実施します。 

※登山・ボランティア活動には山岳会員が同行し、指導・助言等行います。 

会 費 ２，４００円（１年間の通信費・資料代等です。） 

※事故に備え、各登山時に別途、山岳共済保険「一登山あたり４００円程度」に 

加入していただきます。 

申込先 入会希望の方は「メール」または「往復はがき」に、郵便番号・住所・氏名・生年月日・携帯番

号・血液型・メールアドレスを記入の上、お申し込みください。 

     【メールの場合】 tomo-ｔｅｃ＠ｃ-ａｂｌｅ.ｎｅ.ｊｐ 

     【往復はがきの場合】 〒７５３-０８２１ 山口市葵１-４-１４ ｢市民登山教室の会｣ 事務局 

その他 １０歳（小学校５年生）以上、７５歳以下の方が対象です。 

       未成年の方は保護者の方と一緒にお申し込みください。 

問合せ 「市民登山教室の会」事務局 阿部
あ べ

 ☎０９０-９４６０-３３８１ 

主催:山口山岳会 後援:山口市・山口市スポーツ協会 主管:「市民登山教室の会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和７年度の活動記録～ 

▲６/２２（日） 陶
すえ

ヶ
が

岳
だけ

 ▲１１/３０（日） 竜
りゅう

王
お う

山
ざん

 ▲１２/２１（日）右
みぎ

田
た

ヶ
が

岳
だけ

 



１日（日） みんなのおはなし会     １５時～ 

８日（日） 折り紙教室           １５時～ 

２２日（日） ストーリーテリングのおはなし会 １５時～ 

※赤ちゃんのためのおはなし会はお休みです。 

 

 

 

新刊図書の一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

                                      

 

 

 

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

ライリー 

読書を勧めたいと思う本のお好きな箇所を、

５分ずつ朗読しあって楽しみます。 

～３月の休館日のお知らせ～ 

・毎週火曜日  

・２０日（金）祝日 

・２６日（木）図書整理日 

問合せ 小郡図書館 

☎０８３-９７３-００９８ ＦＡＸ０８３-９７３-２４４２ 

 

〇日 時 ３月２１日（土） １３：３０～１４：３０ 

〇会 場 小郡図書館２階 会議室 

◆本を朗読してくださる方を６名募集しています。 

◆聞くだけの参加は申込不要です。 

小郡図書館だより 
 

小郡文化資料館だより 

小郡文化財探訪 １０ 「綿
わた

繰
く

り機
き

」と「糸車」 
 

 昔の衣食住は基本的に自給自足。着る物も自宅で作ります。小郡の基幹産業は農業ですが、その副業とし

て家庭内で木綿産業も行われていました。 

 衣服づくりは畑で綿花を育てることから始まります。収
しゅう

穫
か く

した綿花は、まず種と、種の周りに生えている繊
せん

維
い

に

分けなければなりません。そこで使用するのが「綿繰り機」。ハンドルを回すとローラーが回転し、綿の繊維のみ

がローラーに巻き込まれることで、種と繊維を簡単に分けることができます。続いて、種を取り除いた繊維を「綿
わた

打
う

ち弓」の弦で打ってダマをほぐし、糸車での糸紡ぎにかかります。糸車は、ハンドルを回すと車輪が回転し、車

輪にかかる紐
ひも

を動力として、糸車の先にある「錘
つむ

」という尖
とが

った棒が回転します。紡ぎ手は左手で錘に繊維を巻

き付けて少しずつ引きのばすようにしながら、右手でハンドルを回すと、繊維に撚
よ

りがかかって糸が伸びてきま

す。糸ができたら機
はた

織
お

り機で布にし、衣服に仕立てます。新しい衣服はまず余
よ

所
そ

行
い

き服となり、染め直しや修繕

を行いながら普段着や作業着として着用した後、最終的には 

端切れや雑巾となるまで布を使い倒しました。現在は綿花の 

収穫から布の製造まで機械で行いますが、かつてこのように 

労力をかけて作られていた時代、布は貴重品だったのです。 

資料館２階「むかしの暮らし」展示室には、これを物語る資料 

「綿繰り機」と「糸車」が展示されています。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

小郡文化資料館 TEL083-973-7071 FAX 083-973-7091 

小郡文化資料館 ☎０８３-９７３-７０７１ FAX０８３-９７３-７０９１ 

■一般書                                       

「おまあ推
すい

理
り

帖
ちょう

」 （諸
も ろ

田
た

 玲
れい

子
こ

） 

「月
げっ

白
ぱ く

」 （宇
う

佐
さ

美
み

 まこと） 

「うらぎり長
なが

屋
や

」 （高
たか

瀬
せ

 乃
の

一
いち

） 

「グロリアソサエテ」 （朝
あさ

井
い

 まかて） 

「毒
ど く

の科
か

学
が く

」 （船
ふな

山
やま

 信
しん

次
じ

） 

「我
わ

が名
な

はミエーヌ」 （セントラルド熊
ぐま

） 

■ティーンズ                                    

「フェンシング部
ぶ

の王
おう

子
じ

さま」 （石
いし

川
かわ

 宏
ひろ

千
ち

花
か

） 

■児童書                                       

「おばけたんてい花
はな

子
こ

さん」 （斉
さい

藤
と う

 洋
ひろし

） 

「すきがいっぱい」 （谷
たに

川
かわ

 俊
しゅん

太
た

郎
ろ う

） 

「楽
たの

しく学
まな

んで自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

ろう！」 （宮
みや

田
た

 浩
こ う

介
すけ

） 

■絵本                                         

「ひつじのぼうし」 （おがた れいこ） 

「パンケーキ１００まいたべたいの」 （石
いし

川
かわ

 えりこ） 

「アンパンマンとペンキマン」 （やなせ たかし） 


